
1再生可能エネルギー ＺＥＨ太陽光の課題 見えてきている内容俯瞰
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日本の課題

• 長期安定発電を支える
環境が未成熟

• 欧州の２倍
• これまで国民負担２兆円/年
で再エネ比率+５％
（10%→15％）

→今後+１兆円/年で+９%
（15％→24%）が必要

中間整理

国際水準を目指した
徹底的なコストダウン

入札制・中長期目標
による価格低減

規制のリバランス

長期安定電源化

適正な事業実施
／地域との共生

新たな再エネ活用モデル

／再投資支援
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ゲームチェンジャーと
なりうるモデル

自立化を促す支援
制度の在り方検討

今後の論点

コストダウンの加速化
とFITからの自立化

長期安定的な
事業運営の確保
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ＺＥＨ 普及目標（２０２０年までに標準的な新築住宅で、２０３０年までに新築住宅の平均でＺＥＨの実現を目指す。

エネルギー基本計画）を達成するには、ＺＥＨの経済性が大きな課題。断熱・設備の価格ＵＰ分を回収できることが

重要。再生可能エネルギー（太陽光）システム価格を下げること大きな課題

コストダウン・ＦＩＴからの脱却 BOS

宮古島実証事業より



• 災害時業務継続が必要な商業施設や金融機関駐車場に設置を促す補助を自治体独自で検討
（地域防災計画の避難場所への指定も検討）

• FIT売電もある企業では、７年程度で回収可能

• 補助の条件としてコントロール・防災協定をする方向の契約をする。

EV車両充電設備
+

EVレンタル

駐車台数：4台
充電台数：4台（同時充電可）
構 造：鉄骨構造
仕様触媒：325W
パネル枚：40枚
最大出力：13.0KW
調整出力：9.9KW

（10ｋｗ以上にしない）
販売価格：ＸＸＸＸＸＸＸＸ円税込

※コストバランスを優先した結果、カーポートよりも
防滴性能が劣る為に表示をソーラーガレージといっ
ています。

コストダウン・ＦＩＴからの脱却 BOS

別に試算（多治見電力・浜松ＳＣ協議会）したのだが、産業用、ガレージタイプでもグリッドパリティは成立する。

世界流通を考えると、１．５ｍ×１ｍタイプの３００Ｗタイプを上手に屋根設置なども含めて考えた方がいい
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車が２．５ｍ×６ｍくらい必要
効率考えると、ＭＩＮ ２台設置で
量産タイプは、４台設置でやると非常に安く作れないか



4コストダウン・ＦＩＴからの脱却 BOS

１０ｋｗ程度の大容量化が非常に望ましいのではないか。

ソーラーガレージ設置に関しては、ＥＶのＣＡＳＥ戦略との連携が重要と思われます。

いかに、パネル以外のＢＯＳＳ価格を下げられるかが課題、鉄骨部材などは地場産業なので地域と一緒に考えないと難しい。

また、パネルも運送などの効率を考えると１０ｋｗ程度容量、パレット１枚程度を搬送して返品なしにする方が望ましい

⇒ 屋根の大容量化 ＬＣＣＭ住宅やソーラーガレージなどを推進する必要がある

LCCM住宅モデルハウス:エコワークス株式会社(福岡県) ソーラーカーポート：エネファント株式会社(岐阜県)



• パネルメーカー努力：高効率から総合発電力、３０年保証、場所の制約が少ない

• 国への要望としてIEC規格に準拠した延長試験を国際標準へ もくしくは、独自認定などの創設

5コストダウン・ＦＩＴからの脱却 パネル

宮古島VPP実証

LCCM住宅

多治見 働こCAR

国への要望事項

ＩＥＣ規格に準拠した延長
試験を国際標準に

３０年長期信頼性

DH試験 ３０００時間

TC６００サイクル

長期信頼性を公表して欲
しい

もしくは独自認定制度な
どが必要

メーカー努力市場努力



PPA
事業者

（PV・EQ・GWの
保有）

ここに補助金
機器メーカー

Or
建築業者

ＸＸ電力

住宅オーナー

電力販売（発電のない時間帯）

住宅販売

PV・EQ・GW
設置・レンタル

PV・EQ・GW販売

PV余剰販売
電力販売
（PV消費分）

ｴｺｷｭｰﾄ
：サービスの流れ

：おカネの流れ

BA

C

サブスクリプション
（お湯・エネマネ等
のサービス利用分）

建築業者

【PPA部分】

ｴﾈﾏﾈｼｽﾃﾑ利用

ｼｽﾃﾑ利用料

FIT or 相対

PV

ｹﾞｰﾄｳｪｲ

A

B

C

⚫ モデル的には、PV、エコキュート（EQ）、通信用ゲートウェイ（GW）を事業者が所有し、
• PVに関する費用の一切をPPA（Power Purchase Agreement）が持つ。
• EQ、GWに関する費用の一切を、「お湯を沸かす」「エネマネ」といったサービスとしてサブスクリプション方式※

で回収するビジネスモデル
※利用者はEQ,GWを買い取るのではなく、その利用権を借りて利用した期間に応じて料金を支払う方式

⚫ ハウスオーナー様にとっては初期投資ゼロで太陽光発電システム等を搭載できるとともに、ハウスメーカ様にとって
は、太陽光発電システム等を住宅ローンの計算枠から切り離しつつオーナ様へは付加価値が高い住宅が販売する
ことができる。

⚫ これが収支レベルがよければ、インフラ投資信託として市場に上場出来て分散化電源的な世の中になっていく。

ビジネスモデル立ち上げが必要 ・・ ゲームチェンジャーレベルが必要 6



⚫ ZEHは現状普及のため、売電収入で、機器UP価格を回収するモデル。

⇒これにはもう補助金は要らない。カリフォルニアみたいに義務化のフェーズに入っている。

省エネ法適合義務化が一番必要

⚫ VPPは系統内での実証は、まだやられていない。一番先行しているのは宮古島の実証と思われる。

⇒実証事業は、ENLコントロール実験でしかない。これは企業の研究と思われる。

⚫ ZEHの自家消費率向上とVPPを接続した系統内での実装事業がないことが大きな課題。

⇒ZEHとVPPの補助金を合わせればかなり先進的な実装が可能になる。

7ビジネスモデル立ち上げが必要 ・・ ZEHとVPPをつなげていくことが重要
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国への新しい要望（補助政策）

ＦＳから開始して、有識者と収益性検討をしっかりしたプロジェクト型を応援。単年度でなく複数年度検討が可能な仕組み

⚫ 分譲地モデル

複数の住宅会社とエネルギー会社（PPA会社）が新規で分譲する分譲地でＬＣＣＭ（ＺＥＨ＋）

VPPコントロール前提で

住宅地規模 ５０戸以上 参加住宅会社５社以上 エネルギーサービス会社が一緒にいることが条件

運用して自給率と平準化率を報告として求める

⚫ マンションモデル

マンション分譲で一括受電をしてエネファームなどのコージェネレーションを入れてVPPコントロールすることが前提で

５０戸以上、運用して自給率、平準化率、総合効率を報告として求める

⚫ 既存住宅モデル

ソーラーカーポート、蓄電池、EQ、２００Vコンセントなどを一体化したエネルギーシステムを５０戸からMIX５００戸

同一系統内に設置してVPPコントロールする。

運用して自給率、平準化率などを報告する。

ビジネスモデル立ち上げが必要 ・・ ZEHとVPPをつなげていくことが重要
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ビジネスモデル立ち上げが必要 ・・ ビジネスモデルを考えると屋外設置 9

ＶＰＰ、ＴＰＯ、ＰＰＡなどのビジネスモデルを考えると、システム機器は全て、屋外設置がいいのではとなってくる。

施工性、メンテ製なども含めると



• 効果に関しては、運輸部門のＣＯ２として全体を検討していく必要があると考えています。

• これを取り込むことにより大きくビジネスモデルが変わると思われます。

10自立分散 長期的な事業視点 ・・ 運輸エネルギーをどう考えるか？
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• 日産のEVユーザーの80%は、日中の70％以上、自宅に停車している。

• 車載用蓄電池の容量は、定置用蓄電池よりも大きく、調整力の電源として有効利用が
できる。
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月間走行距離 [km/月]
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Data source: Nissan GDC on 2016 March、N=32,786

EVユーザーの走行距離と自宅停車率の関係 バッテリー容量

バッテリー

容量 7kWh 40kWh 20kWh
70～
90kWh

バッテリー

容量 4.4kWh 12kWh 16kWh

自立分散 再生可能エネルギー導入に必要な調整力利用に適したEV 11

調整力になる可能性は、大いにあり、判明
ただし、・・・費用は大変
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計算対象地域
を選ぶ 人口の設定

地域を選ぶと内蔵データが表示されるが、
データが古いので直近の統計値を入力
する

○自動車保有台数：直近の統計値を使
用
○自動車の運行率（車両の稼働率）：デ
フォルト値を使用
○運行台数あたり１日のトリップ数：デ
フォルト値を使用
○１トリップ当りの走行距離：デフォルト値
を使用
○排出係数（走行距離あたりのCO2排出
量）
・燃焼系エンジン車：デフォルト値を使用
・市販の電気自動車の「電費

(kWh/km)」から推計する。

出典：全国市区町村自動車CO2表示システム [MS-EXCEL 18.5MB]

http://www.env.go.jp/earth/ondanka/sakutei_manual/manual0906/jidousha_sys.xls

◼ 自動車のCO2排出量算定方法は、（独）国立環境研究所「市町村別
自動車交通CO2排出量推計データ提供システム」を利用します。

全国市区町村自動車CO2表示システム [MS-EXCEL 18.5MB]
http://www.env.go.jp/earth/ondanka/sakutei_manual/manual0906/jidousha_sy
s.xls
市区町村別自動車交通CO2排出量推計データ説明書 [PDF 651KB]

http://www.env.go.jp/earth/ondanka/sakutei_manual/manual0906/jidousha_sy
s_manual.pdf

◼ 軽自動車及び乗用車のEV代替率をパラメータとしてCO2量削減量を
算出します。

※EV台数＝（軽自動車+乗用車）×EV代替率（0%,20%,40%・・・100%）

◼ 再生可能エネルギー（水力・地熱・ﾊﾞｲｵﾏｽ・海洋ｴﾈ・風力・太陽光）
による発電割合を高めた場合を想定した発電によるCO2排出原単位
を想定し、 EV代替率毎のCO2削減量を算出します。

自動車交通の年間CO2排出量は、以下の基本的な関係により
計算できます。

①人口あたり自動車保有台数（車種別、以下同様）
×②車輛の運行率（平均の稼働率）
×③実働台数あたりトリップ数（1日あたり）
＝④人口あたりのトリップ数（1日あたり）

これを用いて

④人口あたりのトリップ数（1日あたり）
×⑤1トリップあたりの走行距離
×⑥排出係数（走行距離あたりのCO2排出量、いわゆる「燃費」
より決まる数値）
×⑦年間日数（通年：365日、閏年：366日）
×⑧人口
＝年間CO2排出係数[t-CO2/年]

自立分散 長期的な事業視点 ・・ 地域との共生・適切な事業とは？

http://www.env.go.jp/earth/ondanka/sakutei_manual/manual0906/jidousha_sys.xls
http://www.env.go.jp/earth/ondanka/sakutei_manual/manual0906/jidousha_sys.xls
http://www.env.go.jp/earth/ondanka/sakutei_manual/manual0906/jidousha_sys_manual.pdf
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走行パターン 利用可能台数

道路交通センサス調査 自動車起終点調査（ＯＤ調査）を用いて、
自動車区分、車種区分などから
自家用個人通勤、非通勤などをわけて走行パターン化させる

利用パターンを推察して、地域エネルギー利用台数を割り出す

地域でのエネルギーリソースとしての利用を考えると、
自宅と勤務地での充放電整備が必要になる。
宮古島のＥＶ普及の調査事業でも基礎充電（住宅・勤務地）が８５％で経
路充電は少ない。
経路充電・目的地充電の割合は少ないが不満は多い。
希望は目的地充電、スーパー、役所、学校
ただし、圧倒的に少ないのは、基礎受電の勤務地

ＥＶ代替率及び再生可能エネルギーによる発電割合を更に増やす必要と
効率的に運用する仕組みが必要。

自立分散 長期的な事業視点 ・・ ・EVとの関係は非常に大事



• 地域の持続可能なエネルギーシステム導入には、EV代替率及び再生可能エネルギーによる発電割合を更
に増やす必要と効率的に運用する仕組みが必要。
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再生ｴﾈ34.6% 再生ｴﾈ19.7%

発電CO2係数 0.0 0.1 0.2 0.322 0.3915 0.5202 0.589 0.8 1.0
EV0% 16,086 16,086 16,086 16,086 16,086 16,086 16,086 16,086 16,086
EV20% 12,869 13,061 13,253 13,487 13,621 13,868 14,000 14,405 14,789
EV40% 9,652 10,036 10,420 10,889 11,155 11,650 11,914 12,724 13,493
EV60% 6,435 7,011 7,587 8,290 8,690 9,432 9,828 11,044 12,196
EV80% 3,217 3,986 4,754 5,691 6,224 7,213 7,742 9,363 10,899
EV100% 0 960 1,920 3,092 3,759 4,995 5,656 7,682 9,602

自立分散 長期的な事業視点 ・・ 全体計算が大きく変わるのでは？



EV化もう少し俯瞰でみると・・・ 15

EV普及による設備増強
はどうしたらいいのだろう
か。自由化の中でコスト
ONは難しい

ガソリン税でインフラ維
持されているけど？？

小規模・地域でのマー
ケットをどう取り込めるだ
ろうか？

低コストで柔軟かつ需給
バランスを維持できる電
源はどう確保できるだろ
うか

現在の２倍の電力需要
があるEVはどうしたらい
いの？？

顧客の要望に沿った充
電設備位置って？？

車含めて、低コストで使
いたいよ！！

メーカーのｻｰﾋﾞｽ・価値ってなんだろう？？



モビリティを活用したスマート化で再エネ型分散電源を最大活用する地方都市を構築。分散型電
源による災害につよいまちづくり、交通手段最適化による低炭素化を目指す
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走行データ・蓄電量
（運輸）

エネルギーデータ（家庭・業務）

ＳａａＳ型クラウドEMS

送配電事業者

地域再生エネ自給率
最大化
ソーラーガレージ

系統負荷率向上で
発電コストを低減

見える化で意識向上

地域問題に対応した
ユースケース

地域事業者

地域エネルギー自給
率と消費者メリットを
考慮したマッシュアッ
プアルゴリズム

全体俯瞰図


